

















    3.1　建築を中動態として考える
      3.1.1　芸術作品との相違
　　　3.1.2　建築家の作家性と中動態














































私たちが現在使用している < 能動態 - 受動態 > という対立ではなく、


























































































































































































「相互作用による媒介性というよりも、調和 ( コレスポンス ) という中程の流














































       3.1.1　芸術作品との相違
　　　 3.1.2　建築家の作家性と中動態

































であろう。」( 中動態── 実践は作者をこえる［201907 特集：これ




















































「チーム 10 の思想」  Aldo van Eyck/ 他  2008






















> にはない。(…) 私たちの自由を許し活発な動きを促す < 環境として
の建築 > にあると言える。(…)2 面で引き裂かれている私たちの生身
の身体と精神的身体とを共に支え、包括する建築にいま、建築の根拠
を求めたい。」とし、場としての建築のあり方を示した。























































































































































　以上から、動的な状態 ( 媒介的 )、出来事によって建築という主体











































































「生きられた家 - 経験と象徴 -」  多木浩二 1976
建築を構成する基本的な営みは、外面的な形に関するものと内部からの構成に












1954 年 ‒1965 年 ペ ン シ ル ベ ニ
ア 大 学 で 教 鞭 を と る。1966 年
『Complexity and Contradiction 
in Architecture 』出版 。1972 年

























































































































































































































































































































































































































































境界の曖昧性 構成の重層 経験からのズレ 経験からの構築








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・「チーム 10 の思想」  Aldo van Eyck/ 他  2008
・「建築に内在する言葉」  坂本一成  2011
・「原っぱと遊園地」  青木淳  2004
・「JUN AOKI COMPLETE WORK 1-3」　青木淳
・「アルド・ロッシ自伝」   アルド・ロッシ 1981
・「記憶の形象」  槇文彦  1994
・「建築と断絶」  ベルナール・チュミ  1994
・「実存・空間・建築」  ノルベルグ・シュルツ  1973
・「生きられた家 - 経験と象徴 -」  多木浩二 1976
・「GA ARCHITECT 11」  スティーヴン・ホール  1993
・「乾久美子建築設計事務所の仕事」　乾久美子　2019
























































私たちが現在使用している < 能動態 - 受動態 > という対立ではなく、



















　現代において主流となっている < 能動態 - 受動態 > においては主体
と客体が存在し、行為を行う / 受けるの対立で分けられている。それ
に対し、< 能動態 - 中動態 > では、能動態の主語は生じている過程の
外にあり、過程を支配するような動作主として存在し、中動態の主語
は、動詞の表す過程に巻き込まれ、過程の中で何らかの違った状態に
なる (図 1)。つまり、<能動態 -中動態 >の対立は〈能動態 -受動態〉





































































































































































































































































































































































住宅よりも低い天井高 歩道の分離 強い形態のズレ ちょっと広い廊下
スケールの共存 面の切り替え 中間的スケールの除去
中間的スケールの除去


















　< 静寂の創出 > は単純な形態の反復などにより、もともと持ってい
た形態の意味が薄れ非日常的な状態を作り、非日常と日常が重なり合
















































































・「空間 建築 身体」　矢萩喜従郎  2004
・「生命論的建築の研究　<からまりしろ >の概念をとおして」　平田晃久　2016
・「生きられたニュータウン」　篠原雅武　2015
・「曖昧の七つの型」　W. エンプソン 1974
・「空間の経験」　イーフー .トゥアン 1993
・新建築　・SD　・a+u　・建築文化
図 9　計画的なニュータウンとその荒廃
図 11　ニュータウンにおける空白を改変する
　ニュータウンにおける立体駐車場を中動態として考える。ただ車を停める機
能としてのみで捉えるのではなく、地下と地上を結ぶ動的な場として捉えられ
るのではないだろうか。敷地においてそれぞれを延長させるように交差させて
いく。
駐車台数の効率、敷地の形状、駐車しやすさか
ら、立体駐車場の形式をスキップ式に決定した。
構造をコスト面、スキップフロアの操作
の柔軟性から鉄骨造とし駐車場の基本グ
リッドを4800×7500とした。
図 10　敷地条件
①立体駐車場の再解釈 ②構成要素の重層
●形式の決定
フラット式 連続傾床式
スキップ式
●駐車場の構造
ヤギ
立体駐車場
ニュータウン
機能的 +非機能的
(両義性 )
合理的に計画された空間
(能動的な空間 )
駐車するためだけの
機能的な空間
96
第 6章　設計提案
A A’
B B’
立体的に各要素が混在する空間とする。部分の固有性を
保ちながら、部分の領域を超えて関係が重層した全体を
構築する。
立体駐車場と法面の間から光が入り、ヤギの
いる法面を際立たせる。
駅側から立体駐車場への入り口。構造体の隙
間から様々な要素が見え隠れする。
スロープにより屋上広場へと接続する。車/
人/ヤギの移動するスロープが混在する。
商業施設側の歩道からの眺め。立体駐車場のおおらかな空間を貫くように歩道が伸びる。人通りの多い交差点側に大空間
があることで、ニュータウンとのスケール感を調整する。
敷地に対して、スキップ型の立体
駐車場を設置する。
歩道に対して縦動線と管理室、デ
ッキを加える。
各動線を延長し、スロープの曲線
を呼応させる。斜面の下部に光を
入れるため、駐車場を削る。
歩道を上方向にも伸ばし、各要素
が重なり合う。
斜面に食い込むように移動する。
移動した分の中庭が生まれる。
●駐車場の構造 ●動線が延長され巻き込まれていく
③動線の延長
A-A’断面図　S=1/600
B-B’断面図　S=1/600
